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地方公共団体における健康確保措置に関する取組 

第１ 長時間勤務者に対する医師による面接指導の実施率向上に向けた取組 

１．面接指導対象者への受診勧奨 

【さいたま市】《Ｐ２参照》 

 所属長へ面接指導の対象職員等を通知し、所属長から対象職員へ受診勧奨を行ってい

る。また、対象職員へ面接指導の対象である旨通知するとともに、面接希望の有無にかか

わらず疲労蓄積度を確認するための事前問診票への回答を求め、疲労蓄積度が高い職員

へ保健師から受診勧奨を行っている。 

【香川県東かがわ市】 

安全衛生担当課に職員の健康管理を行う保健師を配置し、月に 80時間を超える時間外

勤務を行った職員で面接指導の希望がない職員へ個別に体調確認を行い、専門的な助言

を交え受診勧奨を行っている。 

２．庁内のシステムを活用した面接指導の円滑な実施 

【東京都】 

 庁内のシステムから日程通知メールを対象職員へ一斉送信し、加えて面接当日に庁内

のシステムから自動でリマインドメールを送信することで、面接指導の欠席の未然防止

に努めている。また、面接日程一覧を所属担当者へ提供し、各所属で面接日を管理できる

ようにしている。 

【熊本市】 

 月に 80時間を超える時間外勤務を行った職員を対象に、対象者の勤務状況や疲労の蓄

積状況を確認する自己チェック票への回答を求めている。その際、庁内のアンケートシス

テムを活用し、自己チェック票の回答・集計を行うことで、速やかに面接指導が実施でき

るよう努めている。 

３．柔軟な面接指導の実施 

【熊本県】 

 原則、対面で面接指導を実施しているが、出先機関の職員については、日程調整が困難

な場合にリモートによる面接指導を実施している。 

【相模原市】 

産業医が所属を訪問し面接指導を実施することで、出先機関の職員が受診しやすい環

境を整備している。 

３
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事例１）面接指導対象者への受診勧奨（さいたま市） 

○所属長あての通知

 

  

➢ 面接指導の対象となった職員へ受診勧奨をすること、面接指導の希望有無にかかわら

ず疲労蓄積度を確認するための事前問診票を必ず提出することを所属長あての通知に

記載している事例。 
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第２ メンタルヘルス対策の推進に向けた予防段階別の取組 

 

１ メンタルヘルス対策に関する職員への情報提供【一次予防】 

【大阪市】《Ｐ５参照》 

 メンタルヘルス不調に陥りやすい新規採用職員及び新たに係長級に昇任した職員に対

し、年に３回セルフケアに関するチラシをメールで周知している。あわせてアンケートを

実施し、職員が実践しているセルフケアの内容を次年度の対象者に紹介することで、職員

のセルフケア意識の向上に努めている。 

 

 

 

２．相談体制の整備・活用【二次予防】 

【岩手県】 

 全ての新規採用職員に臨床心理士又は保健師による個別面談を実施することで、早期

に受診が必要と思われる職員への受診勧奨や相談窓口の周知につなげ、生活環境の変化

によるメンタルヘルス不調の早期発見・早期対応に努めている。 

【兵庫県】《Ｐ７参照》 

 こころの健康相談をはじめとした各種相談窓口を掲載した携帯カードを配布すること

で、職員が相談したい際にスムーズに相談できるよう配慮している。 

【三重県伊勢市】 

 新規採用職員及び新たに昇任した職員に対し、臨床心理士による個別面談を義務づけ、

生活環境や職責の変化によるメンタルヘルス不調の早期発見・早期対応に努めている。 

【愛知県豊山町】《Ｐ８参照》 

主任級以下の職員を対象に、職場における職員の精神的不安や孤立を解消する目的で

メンター制度を導入している。相談する側のメンティは、指導役のメンター候補者につい

て複数人の希望を出すことができ、メンティが信頼して相談できる者であれば必ずしも

年上や先輩である必要がないものとすることで、相談しやすい環境を整備している。 
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３．ストレスチェックの集団分析結果等を活用した職場環境改善【二次予防】 

【兵庫県姫路市】《Ｐ９参照》 

 ストレスチェックの結果を集団分析し、健康リスクが高い職場を「高ストレス職場」と

認定し、安全衛生担当部署と相談の上職場環境の改善計画を各職場が作成し、安全衛生担

当部署が定期的に進捗状況を確認・評価することで職場環境の改善に努めている。 

また、職場環境の改善に取り組んだ職場の好事例を取りまとめ、全庁掲示板に掲載し職

場環境改善の充実を図っている。 

【相模原市】 

 ストレスチェックに加えて、メンタルヘルス改善意識調査票（MIRROR）への回答を求

め、その結果を職場ごとに集計し、各職場における職場環境改善の実現率の高い上位 10

項目を示すことで、職場環境改善への動機付け及び取組の進捗状況を評価し、要望率の高

い上位 10項目を示すことで、各職場における問題点を整理し、職場環境改善の目標設定

に活用している。 

 

 

 

４.メンタルヘルス不調による休職者に対する復職支援【三次予防】 

【神戸市】 

 メンタルヘルス不調による休職者に対し、「プレ出勤」を実施している。始めは定刻に

出勤することなどを目標に職場へ出勤し軽めの作業などから始め、段階的に職場の環境

や業務に慣らしていくことで、心理的負担や不安を和らげ、円滑な職場復帰や復職後の再

発予防に努めている。 

【福島県いわき市】《Ｐ１０参照》 

 メンタルヘルス不調による休職者に対し、復職前に所属している職場などに一定期間

継続して試験的に出勤する「試し出勤」を実施している。加えて、「試し出勤」の前段階

で「試し出勤準備プログラム」を実施することで、「試し出勤」をスムーズに実施し、円

滑な職場復帰及び再発防止に努めている。 
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事例１）メンタルヘルス対策に関する職員への情報提供【一次予防】（大阪市） 

①セルフケアに関するチラシ（表面） 

 

➢ メンタルヘルス不調に陥りやすい新規採用職員及び新たに係長級に昇任した職員に対

し、年に３回チラシをメールで周知しており、その中でも、セルフケアに関する情報

提供に加えて職員が実践しているセルフケアの内容を紹介したチラシの例。 
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②セルフケアに関するチラシ（裏面） 
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事例２）相談体制の整備・活用【二次予防】（兵庫県） 

○ 携帯カード（表面） 

 

 

○携帯カード（裏面） 

 

  

➢ こころの健康相談をはじめとした各種相談窓口を掲載した携帯カードを配布し、職員

に相談窓口を周知している事例。 
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事例３）相談体制の整備・活用【二次予防】（愛知県豊山町） 

○メンター制度の手引き（抜粋）

 

 

  

➢ 主任級以下の職員を対象にメンター制度を導入しており、指導役であるメンターを所

属や先輩・後輩に限らずメンティが信頼できる者とし、相談しやすい環境を整備して

いる事例。 
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事例４）ストレスチェックの集団分析結果を活用した職場環境改善【二次予防】（兵庫県姫路市）  

○ストレスチェックの集団分析結果を活用した職場環境改善の流れ

 

➢ ストレスチェックの集団分析の結果、健康リスクが 120を超える職場では、仕事の

ストレスに関する問題が生じている場合が多いことから、当該職場を「高ストレス

職場」と認定し、環境・個人の状況を確認・ヒアリングし、改善すべき点がないか

検討し、積極的に改善を図るよう促している事例。 
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事例５）メンタルヘルス不調による休職者に対する復職支援【三次予防】（福島県いわき市） 

○試し出勤準備プログラムの概要

 

➢ 「試し出勤」の実施前に、一定期間継続して、病気の基礎知識の習得や生活リズム

を整えることなどを目的とした「試し出勤準備プログラム」を実施することで、試

し出勤をスムーズに実施し、円滑な職場復帰及び再発防止に努めている事例。 


